
令和8年度機構要求査定の概要

令和8年度定員要求査定の概要

定員合理化等 〔▲155人〕

【参考】定員の推移

増員 〔222人〕
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緊急増員

当初

○ 海上保安能力の強化 214人
・ 新たな脅威に備えた高次的な尖閣領海警備能力のための要員 （87人）
・ 新技術等を活用した隙の無い広域海洋監視能力のための要員 （ 5人）
・ 戦略的な国内外の関係機関との連携・支援能力のための要員 （64人）
・ 海洋権益確保に資する優位性を持った海洋調査能力のための要員 （15人）
・ 強固な業務基盤能力のための要員 （43人）

○ 国民の安全・安心を守る業務基盤の充実 8人
・ 治安・安全対策等の強化のための要員 （8人）

〇 情報通信・サイバー体制の強化
・ 総務部「サイバーセキュリティ戦略官」（仮称）の設置

〇 海上保安庁の業務改革の推進に係る体制強化
・ 総務部政務課「業務改革推進官」（仮称）の設置

〇 サイバー空間を利用した国際犯罪への対応の強化に伴う増
・ 警備救難部国際刑事課「国際サイバー捜査企画調整官」（仮称）の設置


